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批判会計学の発展的継承を唱える日中章義は、個別資本説と会計制度
説の2大学派がどちらも目的論的思考 (Teleological Thought)に 陥つて
いることを指摘している。目的論的思考では、設けた目的に基づいて会
計に迫ることになり、会計の本質を科学的に解明することはできないと
批判するのである。

田中は、資本という書体のもつ主体性に着目して:会計を資本の自己
意識 (Self― identity)と 象徴的に規定している。すなわち、会計を資本の外
的な存在とするのではなく、資本に内在する要素と位置づけたのであるも
会計を資本に属する構成要素とみなすことができれば、会計という認識
行為の書体も資本 (運動)であり、認識行為の主体も資本という関係が
成 り立つということになる。
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会計対象

会計的方法 会計実務

会計学の対象(出所)馬場 (1975)189頁 。

(A)

会 計

｀
ヽヽ 手 段 メ́

会計目的
会計主体
会計対象

企菫資本

(出所)田 中 (2006)28頁 。 書 体

主 体  目 的   手 段

主 体 =書 体

図表1の上段は、個別資本学説をと
る馬場克三による会計の構造の図で
ある。会計主体を明示せずに、代わり
として会計主体が持つている目的から
始まつている。

図表1の下段(左 )は、日中による
“通説的な見解"を図示したものであり、
上段の馬場の図と類比的である。
図表1の下段(右 )は、日中による

「資本の自己意識」の図である。

会計主体を人間に限定すると、会計目的を設定する際に、主観性や恣意性が
問題になる。⇔ 会計の主体も書体も資本とする。(主体=書体 )
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新しい付加価値計算書
新しい付加価値会計では、全てのステ‐クホルダーのために利害が調整され

て、付加価値の生成・分配が計算されt報告される。付加価値の生成 。分配の

両方を明示するように組み直した計算書の雛形を示せば、図表4のようになる。
この1書式は、付加価値が控除法(Deduct市 e Method)と加算法(Add蘭Vё

MlthOd)の双方から計算されるという2重性 (Dua‖ty)に基づいて、大きく上段

と下段(網掛け部分 )に区分されている。控除法は、企業内部で追加された価
値という付加価値の定義に合致し、生産面から接近する。他方

=加
算法は、付

加価値を構成する要素を積み上げていく方法であり、分配面から接近する。
すなわち、控除法で求められた付加価値と加算法で求められた付加価値が理

論的に同じになることを利用して、書式は付加価値の生成面と分配面の両方
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